
スキルアップAI株式会社

AI活用・導入を成功させるためのAI人材育成



2会社紹介

AI人材育成のための教育・システム開発事業内容

代表

顧問

所在地

田原眞一

杉山将

東京（水道橋駅）、大阪、名古屋

理化学研究所革新知能統合研究センターセンター長
東京大学教授
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日本ディープラーニング協会 理事長
東京大学大学院工学系研究科教授 松尾豊氏

ディープラーニングを中心とするAI技術による
日本の産業競争力の向上を目的として、
2017年に設立

活動の一つとしてAI人材の育成を掲げており、
G検定、E資格を主催している

https://jdla.org

JDLA認定プログラム第1号として連携

https://www.jdla.org/
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ビジネス企画人材 エンジニア人材
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7人工知能は「過度な期待」のピーク期から幻滅期へ

! (Gartner �
���������
�

�� https://www.gartner.com/jp/research/methodologies/gartner-hype-cycle

! (�������, 2018"10$11#��������#%�����������
��

��(2018"�	&'�
https://www.gartner.com/jp/newsroom/press-releases/pr-20181011



8「過度な期待」のピーク期 VS 幻滅期以降

AI導入に求められることが全く異なる
「過度な期待」のピーク期 幻滅期以降

成果
△

PoCを実施すること
自体に価値がある

○
自社ビジネスにどの程度の
ビジネス価値があるか

費用対効果
△

取り組んでいるという
実績が重要

◎
短期・長期のROIが
見込めるかが重要

重要な指標 PoCの数
プレスリリースの数

AI導入による売上貢献額
AI導入によるコスト削減額

利害関係者 少ない 多い

※「過度な期待」のピーク期と幻滅期以降
に対するスキルアップAIの見解

���Gartner �����
��
���	���� https://www.gartner.com/jp/research/methodologies/gartner-hype-cycle



9AI開発を推進する体制

外注、内製、ハイブリッドの選択肢がある

外注 内製

メリット
迅速な組織の立ち上げ

解散が容易

開発ナレッジが蓄積可能

業務知識が活用可能

デメリット

ナレッジが溜まらない

ランニング費用が高い

知財リスク

育成や文化醸成に
時間を要する

自社のケーパビリティ、アセット、フェーズ、予算によって使い分け



10AI活用・導入のためのプロセス

課題・目的の
設定

AIの開発
AI適用範囲の
決定 ハードウェア・

ソフトウェアの開発

ビジネス
評価

AI活用・導入は、ビジネス課題の設定から始まる一連のプロセス

❶ ❷ ❸-1

❸-2

❹



11適切な体制の選択

課題・目的の
設定

AIの開発
AI適用範囲の
決定

エンジニア人材ビジネス企画人材

ハードウェア・
ソフトウェアの開発

ビジネス
評価

経営層

どこを外注、内製するかを見極めていく必要がある

❶ ❷ ❸-1

❸-2

❹



12体制の選択の事例

課題・目的の
設定

AIの開発
AI適用範囲の
決定

エンジニア人材ビジネス企画人材

ビジネス
評価

経営層

❶ ❷ ❸-1

❹

多くの企業がAI人材の採用・育成についてはこれから

外注 外注

ハードウェア・
ソフトウェアの開発

❸-2



13外部依存度が高い場合のリスク

ナレッジが溜まりにくい�

�

�

いつまで経っても、トレンドが理解できない
内部人材が育たない

高コストな体制に縛られる
AI開発費用は今尚高額であることが多い

権利帰属問題で揉めやすい
契約段階で十分なAIの知識が必要



14適切な体制への移行

ビジネス課題
の設定

AIの開発
AI適用範囲の
決定

エンジニア人材ビジネス企画人材

ビジネス
評価

経営層

❶ ❷ ❸-1

❹

中長期での競争力担保のため の内製化は必須

ハードウェア・
ソフトウェアの開発

❸-2

❸-1❷



15人材要件の定義の例

AI適用範囲の決定
（ビジネス企画人材）

❷ ❸-1
• AIエンジニアと技術
の会話ができる

• RFPが書ける

• 見積もりの妥当性を
チェックできる

• AIの理論となる数学と
実技力であるPythonを
扱える

• AIモデルの精度評価が
できる

• 最新のDL論文に自力で
アクセスできる

• データに応じた適切な
MLアルゴリズムを選
択・実装ができる

AIの開発
（エンジニア人材）
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ビジネス企画人材 エンジニア人材



17AI人材の確保手法

直接採用 / 
エージェント経由 公募・イベント型採用 社内育成

ポイント コア人材の獲得 採用に繋がるテーマ選定 育成ゴールの設定

メリット
即戦力の確保

コア人材目当ての連鎖
的採用

相性・スキル評価が
採用前に可能

ブランディン可能

自社の事業・文化に
理解が深い

対象者の選定が容易

デメリット

そもそも市場に不足

新しい報酬制度の設計

新たなエンジニア文化
醸成

魅力的なAI活用・導入
PJが必要

実施工数大

講師人材が必要

育成ノウハウが必要

時間が掛かる



18AI人材育成

社内だけでAI人材の育成を考える場合


���


����


�	���
��

O J T



19AI人材育成

外部に委託する場合

社員を派遣

AIスキルの習得

AIで何をやろう？

外部AI研修



20AI人材育成手法の整理

自社内リソースで実施 外部リソースを活用

メリット
自社課題に即した

プログラムが構築できる

コストが低い

迅速な実施が可能
既存アセット

（講師、教材、教育プログラム）

デメリット

検討事項が多い

時間が掛かる

実施までの工数が膨大

必ずしも、AI活用・導入の
成功には直結しない

育成方法を確立するために、ハイブリットにチャレンジ



21AI人材育成のプロセス

教育プログラムの作成

対象者の選抜

実施

モニタリング・評価

育成計画の策定 必要なAI人材の定義から始まる

誰を育成するのが企業にとって望ましいか

効率的に学習する

定量的にスキルの可視化をする

方向性とカリキュラムを決定する



22育成計画の策定

教育プログラムの作成

対象者の選抜

実施

モニタリング・評価

育成計画の策定
•  ��AI�'��#

• �$"�AI��&�%������
!�
��
	�

• �������������

• 教育対象の部署選定、到達点整理



23教育プログラムの作成

教育プログラムの作成

対象者の選抜

実施

モニタリング・評価

育成計画の策定
• ���
��	�������

• ���
�	������

複数の外部パートナーと相談するのがよい

• 実施形式
• スケジュール
• 教材作成
• 講師選定
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25プログラムの構築と対象者選抜のイメージ

エンジニア

営業、PM
AIジェネ
ラリスト

Python 数学

選抜

選抜エンジニア 機械学習 ディープ
ラーニング

ステップ１

ステップ2

ステップ3

プランニ
ング

O J T、応用講座

選抜

選抜エンジニア

社内でAI講師ができる人材



26プログラムの構築と対象者選抜のイメージ（詳細）

G検定、E資格を到達ポイントとして、年間計画でAI人材を育成

2019
4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月

2020 2021

ML DL 異常検知

AIG AIP
G検定 G検定

AIG AIG
G検定

AIG
G検定

AIG
G検定

AIG
G検定

E資格

AIP

数学・Python

ML DL 異常検知
E資格

定量評価可能なテストを
利用しての選抜

数学・Python

E資格

E資格

不合格者用

不合格者用
選抜

選抜

AIG AIG

AIG



27プログラム実施

教育プログラムの作成

対象者の選抜

実施

モニタリング・評価

育成計画の策定



28最新の学習法で効率的にスキル定着

教育プログラムの作成

対象者の選抜

実施

モニタリング・評価

育成計画の策定 アクティブに取り組める座組みで実施

2週間で1周



29モニタリング・評価

教育プログラムの作成

対象者の選抜

実施

モニタリング・評価

育成計画の策定



30モニタリング・評価ツールを開発
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社内

外部活用のゴール
社員講師のサポートとして外部を活用する

• より高度なコンテンツ
• 効率的な教育ノウハウ
• 実務活用サポート

• 受講者モニタリング
• 定量的スキルの評価

• 勉強会などの外部接点
• AIの最新情報

社員講師



32まとめ

AI活用フェーズに入り、体制構築が必要�

�

�

• 幻滅期に突入し、具体的な活用検討段階に突入

AI人材を定義
• いつまでに、何ができる人が、何人必要かを定義

自社で育成する体制を3年以内で構築
• 安定期までに、AIに対応できる組織体制を構築


